
戸田建設は、エコ・ファースト企業の一員としてこれからも地球環境の保全・再生に努めていきます。

2011 年 2 月 28 日 

「ＥＣＯ・リーダープロジェクト」全支店への展開を開始！ 

戸田建設㈱（社長：井上舜三）は、社員のＣＯ２削減意識の高揚を目的に、「ＥＣＯ・リーダー

プロジェクト」を全国の支店へ展開し、更なるエコ活動・エコ意識の向上を図っていきます。

１．ＥＣＯ・リーダープロジェクトについて

当プロジェクトは環境戦略委員会のもと、2010 年 7 月に当社の本社・東京支店・国際支店があ

る戸田ビル（東京都中央区）に勤務する女性を中心としたメンバー20 名で発足しました。オフィ

ス内でのエコ活動・エコ意識の向上を目的とし、「自分たちにできる」取り組みをコンセプトに｢３

Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）、社内意識（マインド）向上｣をテーマに掲げ活動を行

うプロジェクトです。エコ活動を通じ、経費削減・業務効率化へ繋がる成果を見出すことも目的

に含まれています。

２．活動概要

①マイ箸・マイカップ・マイハンカチ運動

本社ビルで「マイ箸（割り箸の使用をやめて自分の箸を持つ）、マイカップ（給茶機付属の紙

コップを廃止して自分のコップを持つ）、マイハンカチ（トイレのジェットタオルを撤去してハ

ンカチで手を拭く）運動」を展開しました。

②事務用品のリユース

事務用品のリユースを積極的に進めました。各社員の余っている事務用品を回収・整理し、

リユースコーナーを設置しました。すぐ買うのではなくリユース品から使用するというサイク

ルを継続させてきており、経費削減の効果が出はじめているところです。

③ゴミ分別の細分化

これまでもゴミの分別を行っていましたが、特に全体の 80%を占める紙系のゴミを｢コピー

用紙｣、「紙類」、｢紙パック｣、｢新聞」、「雑誌｣の 5 種類に細分化し、更に不燃ゴミからプラスチ

ックを分別することでリサイクル率が向上し、またゴミ箱の配置を変更したことで、排出量を

▲22%削減することができました。

他の活動との相乗効果もあり、1 日あたり約 100kg のゴミの排出抑制が図られています。また

従来処分に費用が掛かっていた紙類などは、資源としてわずかながら買い取りが可能となり、

ゴミ廃棄料の削減に成果が現れています。

④社内意識（マインド）向上

上記の３Ｒに加え、リフューズ（断る・買わない）を入れた４Ｒを実践するため、イントラ

ネット上での専用ホームページの開設、分別項目が見やすいゴミ箱の設置、各種ポスターの掲

示など社内における啓蒙活動を推進しています。今後は、「オフィス緑化」や「生物多様性」と

いった分野への展開も計画しています。

３．全支店への展開

2011 年 1 月末よりＥＣＯ・リーダーが全支店を訪問し、本社ビルでの活動の紹介や意見交換を

行いました。今後は、各支店においてもＥＣＯ・リーダープロジェクトを発足させ、エコ活動・

エコ意識の向上を図ってまいります。
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